
1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        １3日（木曜日） 
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No.10 

今日と明日の日程確認 

１２日（水曜日） 
9時 30分 朝の集い   

・8月２日のエスコンフィールド研修について 

・明日の準備について  

10時 00分 学年（課題）別研究 

 学年によっては、場所を変更して研究を行う

場合もありますので事務局に一言声をかけてく

ださい。 

12時 00分 終了 東山バス発  

13時 30分 自治会役員  

金満緑地公園パークゴルフ場集合       

15時 00分 終了  

 

      

       

７月９日、日曜の朝一番は勤労作業から始まりました。恒例の麓郷街道の桜並木の草刈りと

集落センターの環境整備の日です。私が草刈り、妻が窓拭きに気持ち良い汗を流しました。 

麓郷ではこの夏一番の気温 32.1℃を記録した日でもありました。 

麓郷街道の桜並木の下は、湿度はあるもののとても涼しく感じました。…草刈りをしなが

ら、木々の間から見える青い空に、昔の夏が蘇ってきました…夏休みといえば虫捕りが楽しく

てセミとクワガタとカラスアゲハチョウとオニヤンマたちを追いかけたものです。 

今日も一番星の金星がまだ青空の西の空に美しく輝いています。そして、これから東の空か

ら、ゆっくりと、こと座のベガ、はくちょう座のデネブ、わし座のアルタイルが昇ってきます

夏の大三角形です。天の川も昇ってきますので私たちの宇宙である銀河系の姿も感じることが

できます…夏の終わりのハーモニー♬ 

 

さて、いよいよ明日は上富良野町いしずえ大学、中富良野町銀嶺大学との 

三市町交流パークゴルフ大会です。天気予報はしっかりと今日の午後から明 

日の午前中まで雨ですが、準備をして明日に備えたいと思います。 

今一度、13 日の日程の確認をしてください。 
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                      現在、団体見学ツアーの予約と団体昼食の予約が完了 

                     し、本日経費の振り込みをする予定です。 

                      チケットは当日、皆さんにお渡しします。 

今月の学習日は、本日と来週 19日の２回です。８月２日の事前準備の時間を取りたいと思っ

ています。 

 なお、今後、チケットや昼食のキャンセルはできませんので、体調管理には十分留意してくださ

い。やむを得ず欠席の場合は代金は返却できませんのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、７月 19日（水）の予定 

9 時 15 分 朝の集い  

8/2 の研修旅行について 

9 時 50 分 クラブ学習準備 

10 時 00 分 クラブ学習 4  

12 時 00 分 昼食・休憩 

13 時 00 分 「コーラス」「踊り」  

14 時 10 分 学年（課題）別研究 

15 時 00 分 終了 

       自治会役員会 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

     

８月２日(水)エスコンフィールド研修

での資料を配布しますので参考にしてく

ださい。 

平日でしかも試合がありませんが、夏

休み中ですので、かなりの入場者が予想

されます。旗を持っての誘導はしません

ので、見学ツアーの時間や昼食会場が限

定されていますのでマナーを守り時間厳

守でお願いします。 

１ エスコンフィールド会場に入る際

に持ち込みができないものがありま

すので注意してください。 

 特にペットボトルは持ち込めませ

んので、マイボトルを用意されると

いいと思います。 

２ 到着後、すぐ昼食となります。 

昼食会場は外野席が確保されてま 

す。 

 

  その後、見学ツアー、１時間のフリータイムをとります。 

３ キャッシュレス：エスコン内での現金は利用できませんので、カードによる決済が必要にな

ります。ただ、マイボトル
．．．．．

とのど飴
．．．

を用意しておけば、昼食も見学ツアーも支払い済なので、

特段カードを利用する必要はありません。 

 でも、場内でお土産を買いたいときにはカードが必要になります。普段現金払いのお金持ち

の学生さんは、インフォメーションにて電子マネーである WAON を購入できるようですし、

チャージ機もあるようです。 

 必要に応じて、事前にことぶき大学の仲間や家族の方に聞いてみてください。 
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 先日、あらためて NHKスペシャル「見えた 何が 永遠が ～ 立花隆 最後の旅～」を観た。 

 東京の文京区の通称猫ビルには、10万とか 20万冊の蔵書があったという。 

猫ビル３階、立花隆の書斎（右上図）だったが、あの本は跡形もなく消えていた 

（右下図）…… 

「遺体はゴミとして捨てて欲しい」「蔵書は全て古本屋に売り払って欲しい」と言 

い残した立花隆は、「無」に帰ろうとしたのか…それとも無とは何もないゼロの無で 

はなく、すべての原点に返ろうという意味ではないだろうか… 

それを私なりに考える前に、この番組で長年一緒に番組を制作していた岡田ディレ 

クターが語っていたことをあらためて聞き直してみた。 

 岡田ディレクター… 

この 17 年、私は立花さんと何度となく番組を制作し、思索の現場に立ち会って 

きました｡あらゆる分野に興味を持ち膨大な本や資料を読み込み、事実を徹底的に追究しようとしたのが立花さ

んでした｡ 

立花さんの知の集積である本は跡形もなく消えていました｡一体なぜ 立花さんは全てを無にしたのか？生涯を

かけて何を知ろうとしていたのか…… 

財産といったら本しかない。なぜ立花さんは 知の集積をそして自らを無にしようとしたのか｡その理由を知り

たいと考えていた私に、ご遺族は未整理の資料が入った 100 箱以上の段ボールを託してくれました｡ 

そこには、立花さんの思索の跡をたどれるメモや音声が 多数残されていました｡ 

更にその中に私の名が記された文書も見つかりました｡タイトルは｢人間の現在｣｡ 過去から未来までを俯瞰し人

間の進化について考察した原稿でした｡  ｢人間全体が一体となって思考する超進化｣｡  これは全てを無にしたこと

と関係があるのか｡ 

私は こうした資料と共に取材した 17 年間の映像記録をもとに立花さんが残した最後の宿題に挑むことにしま

した… 

 立花隆にとって猫ビルの蔵書は、彼の脳の一部であり、外部記憶装置であるらしい。だから亡くなったことにより

必然的に外部装置もリセットされることになる。本を一冊書き上げるには最低 100 冊の本を読む必要があるとのこ

と、100 冊以上の著書がある彼にとっては最低１万冊の本が必要となる。本ばかりではなく、論文や雑誌などの原稿

もあるから、それだけの蔵書が必要になるのも当然のような気がする。 

 世の中には分からないことだらけで溢れている。知的好奇心の宝庫でもあるというのだろう。勉強するのが最高に

楽しいという立花隆、時代（時間）の流れのほんの一部に過ぎない命ではあるが、それでも確かに過去と未来をつな

げるための一部であることは確かである…蔵書はなくなったが、猫ビルの入り口に一度は立って見たいなー（続く） 

 

 

 

 

 

 

                    

暑い夏におすすめの一品を紹介しま

す。 

このところ寝苦しい夜が続いています

がピリ辛の「のり・キムチ・長ネギ」で

“グリンめん”はいかがですか。 

食後のデザートは勿論、アフォガート

でしょう…… 

ファイトで暑い夏をエンジョイしまし

ょう！！ 


